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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，専門職の力量として求められる教職に対する「省察（reflection）」の深
化を促すプログラムを開発することである。「省察」の理論的動向の整理・検討を行い，本研究テーマに沿った内容で
演習型講義を計画・実施し，その講義の様子の撮影及び参加したアンケート，インタビュー等を行うことによって，そ
の学生たちの「省察」の深まりを検討した。
以上の結果，これからの教職の専門的力量をとらえる上で「社会正義（social justice）」の観点を欠かすことができ
ないこと，そして，この観点を盛り込んだテーマについて学びを進めることによって，教職に対する「省察」は深化し
ていくことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop the program promoting the capacity of 
deliberative“reflection” to teaching profession required as professional capacity. We reviewed the 
literatures on reflection, planned and implemented lectures in line with theme of our research, and 
analyzed the images of the lectures captured by video camera, the date of questionnaires for the student 
attending the lectures and interview for some of the students. We examined, through such research 
actions, the depth of their reflection.
We made clear, after all, that the viewpoint of “social justice” is inevitable for questioning current 
teaching profession, and that leaning abut themes along with the viewpoint leads teachers to deepen their 
capacity of reflection on teaching professions.

研究分野：教育学

キーワード： 教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
今日，国内外を問わず，「省察」の力量を
高めることは教職にとって必須の課題であ
る(N.Lyons 2010 Handbook of Reflection 
and Reflective Inquiry. Springer.)。そこで
目指されている「省察的実践家 reflective 
practitioner」という専門家像は，いつでも
どこでも確実にうまくいく「技術」の応用に
よって職務を遂行しているものではなく，複
雑で時に偶然性に満ちた実践の文脈を細か
に捉え，その意味するところを多面的に解釈
することによって，課題と新たな解決策の発
見に努めようとするものである。知識基盤社
会の到来に伴い，教職をより高度で複雑なも
のとして捉える見方が広く浸透しつつある
今日において，これからの教員は「省察的実
践家」であること，つまり，探究，向上，セ
ルフモニタリングを継続的に行い，自らの専
門家としての学びそのものについて「省察」
する力量を形成することが求められている
(A.Hargreaves 2003 Teaching in the 
Knowledge Society. Teachers College 
Press)。 
こうした研究動向において，「省察」の捉
え方も，授業の方法や技術のレベルから，教
員自身の人生の来歴を含む重層的なものへ
と大きく発展してきた。「省察」は，実践の
良し悪しを判定し，解決すべき課題を発見す
るためだけに行われるのではなく，自らの実
践を成り立たせている信念や価値判断に気
づ き ， 教 員 と し て の 自 己 を 再 構 築
（re-framing）していくプロセスとして捉え
られてきたのである(M・V・Manen 1991
“ Reflectivity and the Pedagogical 
Moment,”Journal of Curriculum Studies 
23(6))。 
この自己の再構築という点は，教師の力量
形成及び教職アイデンティティの形成とも
密接に関わる。教師の力量形成モデルは，教
職を通して形成してきた実践スタイルの解
体・再編を伴う非連続的なものであり，時に
停滞ともいえる局面を含むプロセスとされ
る（グループ・ディダクティカ編 2012『教
師になること，教師であり続けること』勁草
書房）。それゆえ，こうしたモデルにおいて
は，実践スタイルの基盤となる暗黙的な自己
の信念や価値観を浮き彫りにし，彼・彼女ら
にそれらを自覚させ問い直しさせることが
「省察」となる（越智康詞 2004「教職の専
門性における『反省の』の意義についての反
省」『信州大学教育学部紀要』112）。 
このような「省察」は，教職人生における
挫折やバーンアウトといった，教職のアイデ
ンティティ・クライシスの観点とも繋がるも
のであり，この点にこそ本研究の意図がある。
その意図とは，授業方法や技術といったレベ
ルを超えて，自己の教職アイデンティティの
確認及び再構築に迫ることができるといっ
たような，教職に対する「省察」の深化を促

す，ということである。 
こうした「省察」の深化に関する先行研究
として，教員のライフヒストリー，ライフス
トーリー，ライフコース等の諸研究が挙げら
れる。これらの研究は，自己の歴史に関する
教員の個人的な「語り（narrative）」や「物
語（story）」を聞き取る手法を通して，教員
自身の教職観を問い直す（＝「省察」する）
ことを可能としてきた（山﨑準二 2012『教
師の発達と力量形成』創風社など）。 
しかし，これらの手法は教員個人のレベル
にとどまっており，校内研修や現職研修とい
った場において適用可能なものとはなって
いない。同僚等の教員同士による「専門職と
して学び合う共同体（Professional Learning 
Community）」の形成が重視されている今日
において（例えば，福井大学教育実践研究会
編 2011『専門職として学び合う教師たち』エ
クシート），校内研修や現職研修に参加する
教員を対象に，彼・彼女らの自己の信念や価
値観を自覚させ，問い直させる「省察」の深
化を図るプログラムの開発は，喫緊に対処す
べき研究課題である。また，その実現のため
には，教員が複数集う校内研修や現職研修と
いう場に適した形で，教師個々人の「語り」
を触発し，かつ集団内でそれを展開・共有す
ることで「省察」を深化させるツールの選定
や開発も必要となる。 
この点は，本研究代表・分担者らのこれま
での研究成果を踏まえ着想に至った経緯と
も関わる。本研究代表・分担者らは，これま
で，教員志望学生及び現職教員自身の抱く教
職に関する信念の構造とその特色を解明し
てきた（平成 21～23年度基盤研究 C）。そこ
では，学生や教員たちに，教師にとって必要
だと考える力を列挙し，それらの関係を構造
化するイメージマップを描いてもらい，個々
人が重要と捉える項目や項目間の関係性及
びそのように考える理由等を語ってもらっ
た。そのインタビューの最中に，学生及び教
員らが，当初描いた自身のイメージマップや
「語り」の内容を修正ないし補足，時に否定
する等の行動を見せた。また，事後のアンケ
ートでは，イメージマップを使ったインタビ
ューが自身の振り返りに非常に有益だった
と，ほぼ全員がコメントした。すなわち，こ
の調査において，教職へのアイデンティティ
と力量形成に関わる「省察」の深化の萌芽を
感じた。 
そこで，この調査を拡充し，複数の教員を
対象に，より定期的・継続的にイメージマッ
プを用いたインタビューを実施し，教員自身
の「省察」の深化の過程を明らかにすること，
次に，そこで得られた知見を基にして校内研
修や現職研修といった場での教師自身の「省
察」の深化を促すプログラムを開発すること
ができる，と本研究代表・分担者らは考える
に至った。 

 
 



２．研究の目的 
 
本研究は，現職教員の教職に対する省察
（reflection）に焦点を当てた研究である。そ
して，本研究の具体的な目的は，現職教員が，
専門職の力量として求められる教職に対す
る「省察 reflection」（以下，「省察」）を深化
させるプログラム（「省察深化プログラム」）
を開発することだった。 

 
３．研究の方法 
 
本研究は，「省察」に関する国内外の理論
的動向を精査した知見を踏まえながら，すで
に本研究代表・分担者らが開発し実施してき
たイメージマップを活用したインタビュー
の手法を援用することで進められた。 
 
４．研究成果 
 
本研究では，まず「省察」の研究動向の整
理・検討を行った。国内外の関連文献を収集
し，また，海外の学会に参加・発表すること
を通して，最近の研究動向の把握に努めた。
こうした活動を行うことによって，「省察」
を中心とした教職の専門的力量を問い直し
ていく上で，「社会正義（social justice）」
の観点を欠かすことができないことが明ら
かとなった。 
次に，上記の成果を踏まえた上で，大学生
ないし大学院生（現職教員の院生も含む）の
授業（講義ないし演習）に参加した学生・院
生の「省察」の力量が深化する様相を分析・
検討した。この活動は，プログラム開発のた
めの基礎的調査として位置づけられる。 
まず，研究代表・分担者ら全員で授業内容
について検討し，「省察」と「社会正義」の
観点を盛り込みながら授業計画を策定し，研
究分担者である髙谷が本務校（鹿児島大学）
や研究代表者の森の本務校（大阪市立大学）
にてその授業を集中講義等の形で実施した。
そうした授業の様子を森等はビデオ撮影を
するなどして記録した。 
また，受講学生に実施した授業開始前と開
始後のアンケート調査及び一部学生に対す
るインタビュー調査を実施し，データとして
まとめて全員で分析・検討した。 
以上の結果，「社会正義」の観点を盛り込
んだテーマを授業内容の中核に据え，グルー
プワーク等を中心としたアクティヴ・ラーニ
ングの形態を積極的に活用・展開することで，
参加者の学びは飛躍的に深まり，教職に対す
る「省察」は大いに深化していくことが明ら
かになった。 
こうした知見に基づいて，プログラムのプ
ロトタイプを開発し，は，今後は現職教員を
対象とした研究の場でも応用して発展する
可能性があると考えられる。 
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